
図   面 



図面リスト 

 

Number Title 

NO. 01 SINGLE LINE DIAGRAM (CERD) 

NO. 02 SINGLE LINE DIAGRAM (PV SYSTEM) 

NO. 03 GENERAL LAYOUT PLAN 

NO. 04 BRANCH SWITCHERS FOR LOAD 

NO. 05 CABLE LAYOUT PLAN 

NO. 06 ELECTRIC ROOM EQUIPMENT LAYOUT (EXISTING) 

NO. 07 ELECTRIC ROOM EQUIPMENT LAYOUT (MODIFICATION) 

NO. 08 LED OUTDOOR LIGHTNING SYSTEM 

 
 











WIDTH [mm] DEPTH [mm] HEIGHT [mm] WEIGHT [kg]

(1) No.1 EMERGENCY GENERATOR

DIESEL ENGINE GENERATOR-
450kVA(360kW)-3Ph-50Hz-380/220V-
683.7A-1500min-1  -SELF-COOLED WITH
RADIATOR-30℃AMB., ENGINE:PERKINS-
3000SERIES
(ZWART TECHNIEK / NETHERLANDS)

1 1,330 3,200 2,050 580 EXISTING

(2) GENERATOR CONTROL PANEL FOR
No.1 EMERGENCY GENERATOR

METAL ENCLOSED, SELF-STANDING
TYPE CONSISTING OF MODULE-TYPE
CONTROL DEVICE, MAGNETIC
CONTACTORS, INSTRUMENTATION AND
OTHERS.(TUEX b.v./NETHERLANDS)

1 830 760 1,900 - EXISTING

(3) PV  CONNECTION PANEL (PVCP) - 1 - - - - NEW

REMARKSEQUIPMENTNo. DESCRIPTION
DIMENSION & WEIGHT [APPROX.]

QUANTITY



WIDTH [mm] DEPTH [mm] HEIGHT [mm] WEIGHT [kg]

(1) REGIDESO TRANSFORMER - 1 1,500 1,200 1,500 - EXISTING

(2) HIGH VOLTAGE MEASUREMENT
PANEL

CT*3, VT 1 550 700 1,950 - EXISTING

(3) RING MAIN UNIT1 - 1 550 700 1,950 - EXISTING

(4) RING MAIN UNIT2 - 1 550 700 1,950 - EXISTING

(5) RING MAIN UNIT3 - 1 550 700 1,950 - EXISTING

(6) WATT HOUR PANEL - 1 - - - - NEW

REMARKSEQUIPMENTNo. DESCRIPTION
DIMENSION & WEIGHT [APPROX.]

QUANTITY
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1. 調査団員・氏名 



 

 

調査団員氏名、所属 

 

第 1 次現地調査 

No. 氏名 担        当 所      属 

官調査団員リスト 

1 木野本 浩之 団長 JICA 資金協力支援部次長 

2 江上 雅彦 計画管理 JICA 資金協力支援部 

3 高橋 秀子 調達監理計画 CA 

調査団員リスト 

4 西田 雅 業務主任／太陽光発電システム全般 ㈱ニュージェック 

5 八木 建一郎 系統連系太陽光発電システム ㈱ニュージェック 

6 小宮 信男 機材・設備計画 ㈱エー・エス・エンジニアリング 

7 鶴島 哲男 調達計画／積算１ 日本テクノ㈱ 

8 高松 章二 制度・基準／環境社会配慮 日本テクノ㈱ 

10 白石 高生 系統運用 ㈱ニュージェック 

11 柴田 翔 業務調整 ㈱ニュージェック 

12 平松 直子 仏語通訳 ㈶日本国際協力センター 

 

第 2 次現地調査（詳細調査） 

No. 氏名 担        当 所      属 

調査団員リスト 

1 西田 雅 業務主任／太陽光発電システム全般 ㈱ニュージェック 

2 八木 建一郎 系統連系太陽光発電システム ㈱ニュージェック 

3 小宮 信男 機材・設備計画 ㈱エー・エス・エンジニアリング 

4 有田 一博 調達計画／積算 2 日本テクノ㈱ 

5 高松 章二 制度・基準／環境社会配慮 日本テクノ㈱ 

6 白石 高生 系統運用 ㈱ニュージェック 

7 柴田 翔 業務調整 ㈱ニュージェック 

 

第 3 次現地調査（協力準備調査概要書の現地説明・協議） 

No. 氏名 担        当 所      属 

官調査団員リスト 

1 小川 忠之 団長 JICA 国際協力専門員 

調査団員リスト 

2 西田 雅 業務主任／太陽光発電システム全般 ㈱ニュージェック 

3 八木 建一郎 系統連系太陽光発電システム ㈱ニュージェック 

4 白石 高生 系統運用 ㈱ニュージェック 

5 柴田 翔 業務調整 ㈱ニュージェック 

6 與田 久美子 仏語通訳 ㈶日本国際協力センター 

 



2. 調査行程 



第1次現地調査

官団員 コンサルタント団員

団長 計画管理 調達監理計画
業務主任／太陽光
発電システム全般

系統連系太陽光発
電システム

機材・設備計画 調達計画／積算１
制度・基準／環境社

会配慮
系統運用 業務調整 通訳（仏語）

木野本
JICA

江上
JICA

高橋
CA

西田
NEWJEC

八木
NEWJEC

小宮
エーエスエンジニア

リング

鶴島
日本テクノ

高松
日本テクノ

白石
NEWJEC

柴田
NEWJEC

平松
JICE

0 2009/8/6 Thu ケニア移動

1 8/7 Fri
ケニア移動

JICAケニア事務所訪問
ケニア大使館表敬訪問

2 8/8 Sat 団内打ち合わせ

3 8/9 Sun ブルンジ移動
サイト調査（CHUK・PLR・PRC）

4 8/10 Mon 表敬訪問（JICAブルンジフィールドオフィス・外務国際協力省・財務省・エネルギー鉱山省・保健省）

5 8/11 Tue ミニッツ協議（エネルギー鉱山省）
サイト調査（CHUK・PLR・PRC）

ミニッツ協議
現地業者訪問
打合せ（MoEM）

ミニッツ協議
サイト調査（CHUK・PLR・PRC）

6 8/12 Wed ミニッツ協議（エネルギー鉱山省・財務省）
打合せ（MoE・

MoEM・REGIDESO）
打合せ（MoEM・REGIDESO）

打合せ（MoEM）
現地業者訪問

打合せ（MoEM・
MoE）

現地業者訪問

打合せ（MoEM・
REGIDESO）

ミニッツ協議（MoEM,・MoF）

7 8/13 Thu ミニッツ協議（エネルギー鉱山省・財務省・保健省）
調査報告（JICAブルンジフィールドオフィス）

ミニッツ協議
サイト調査

（CHUK・PLR）
現地業者訪問
打合せ（MoE）

ミニッツ協議
サイト調査

（CHUK・PLR）
ミニッツ協議

8 8/14 Fri ミニッツ署名（エネルギー鉱山省）
打合せ（MoEM）
ミニッツ署名

サイト調査（CHUK・PLR）
打合せ（MoEM・道路
ミッションチーム）

打合せ（MoE）
打合せ（MoEM）
ミニッツ署名

サイト調査
（CHUK・PLR）

打合せ（MoEM）
ミニッツ署名

9 8/15 Sat 日本移動 イギリス移動 団内打合せ・資料整理

10 8/16 Sun 日本移動 イギリス移動 団内打合せ・資料整理

11 8/17 Mon 打合せ（MoEM） サイト調査（CHUK・PLR）
打合せ（MoEM）

資料収集
打合せ（MoE） 打合せ（MoEM）

打合せ（MoEM）
資料収集

サイト調査
（CHUK・PLR）

12 8/18 Tue 打合せ（MoEM・
REGIDESO）

サイト調査（CHUK・PLR）
打合せ（MoEM・
REGIDESO）

打合せ（MoE）
打合せ（MoEM・
REGIDESO）

資料整理
サイト調査

（CHUK・PLR）

13 8/19 Wed 打合せ（MoEM・REGIDESO）
調査報告（JICAブルンジフィールドオフィス）

14 8/20 Thu ケニア移動

15 8/21 Fri 調査報告（JICAケニア事務所・ケニア大使館）

16 8/22 Sat

17 8/23 Sun 日本移動

日本移動

日付 曜日



第2次現地調査（詳細設計）
コンサルタント団員

業務主任／太陽光発電システム
全般

系統連系太陽光発電システム 機材・設備計画 調達計画／積算2 系統運用 業務調整 制度・基準／環境社会配慮

西田
NEWJEC

八木
NEWJEC

小宮
エーエスエンジニアリング

有田
日本テクノ

白石
NEWJEC

柴田
NEWJEC

高松
日本テクノ

1 2009/11/14 Sat ブルンジ移動 ／ 団内協議

2 11/15 Sun 資料整理

3 11/16 Mon
打合せ（JICAブルンジFO）

表敬訪問（CHUK・エネルギー鉱
山省・保健省）

打合せ（JICAブルンジFO）
表敬訪問（CHUK）
サイト調査（CHUK）

打合せ（JICAブルンジFO）
表敬訪問（CHUK）

打合せ（JICAブルンジFO）
表敬訪問（CHUK）

打合せ（JICAブルンジFO）
表敬訪問（CHUK・エネルギー鉱

山省・保健省）

打合せ（JICAブルンジFO）
表敬訪問（CHUK）
サイト調査（CHUK）

打合せ（JICAブルンジFO）
表敬訪問

（CHUK・エネルギー鉱山省）

4 11/17 Tue 資料作成
サイト調査（CHUK）

打合せ（REGIDESO）
サイト調査（CHUK） 現地施工業者訪問

サイト調査（CHUK）
打合せ（REGIDESO）

サイト調査（CHUK） 資料作成

5 11/18 Wed サイト調査（CHUK)
資料作成

サイト調査（CHUK） 現地施工業者訪問
サイト調査（CHUK)

資料作成
サイト調査（CHUK） 打合せ（環境省）

6 11/19 Thu 打合せ（エネルギー鉱山省） サイト調査（CHUK） 現地施工業者訪問 打合せ（エネルギー鉱山省） サイト調査（CHUK） 打合せ（気象局）

7 11/20 Fri 打合せ（CHUK）
団内協議

サイト調査（CHUK）
団内協議

現地施工業者訪問
団内協議

打合せ（CHUK）
団内協議

サイト調査（CHUK）
団内協議

打合せ（環境省）
団内協議

8 11/21 Sat 資料作成

9 11/22 Sun 資料作成 日本移動

10 11/23 Mon 打合せ（エネルギー鉱山省） サイト調査（CHUK) 現地施工業者訪問 打合せ（エネルギー鉱山省） サイト調査（CHUK）

11 11/24 Tue サイト調査（CHUK) 現地施工業者訪問 資料作成 サイト調査（CHUK）

12 11/25 Wed 打合せ（CHUK）
表敬訪問（高等教育省）

サイト調査（CHUK) 現地施工業者訪問
打合せ（CHUK）

表敬訪問（高等教育省）
サイト調査（CHUK）

13 11/26 Thu 打合せ
（CHUK・エネルギー鉱山省）

サイト調査（CHUK) サイト調査（CHUK)
現地施工業者訪問

打合せ
（CHUK・エネルギー鉱山省）

サイト調査（CHUK）

14 11/27 Fri 資料整理 サイト調査（CHUK) 現地施工業者訪問 資料整理 サイト調査（CHUK）

15 11/28 Sat 団内協議

16 11/29 Sun 資料整理

17 11/30 Mon サイト調査（CHUK)
設計案協議（CHUK）

現地施工業者訪問
設計案協議（CHUK)

サイト調査（CHUK)
設計案協議（CHUK）

18 12/1 Tue 二次調査報告
（エネルギー鉱山省）

サイト調査（CHUK) 現地施工業者訪問
二次調査報告

（エネルギー鉱山省）
サイト調査（CHUK)

19 12/2 Wed

表敬訪問（外務省）
打合せ（エネルギー鉱山省）
設計案に関するミニッツ署名

（CHUK)

設計案に関するミニッツ署名（CHUK)

表敬訪問（外務省）
打合せ（エネルギー鉱山省）
設計案に関するミニッツ署名

（CHUK)

設計案に関するミニッツ署名
（CHUK)

20 12/3 Thu
打合せ（エネルギー鉱山省）

二次調査報告
（JICAブルンジFO）

二次調査報告（JICAブルンジFO）
打合せ（エネルギー鉱山省）

二次調査報告
（JICAブルンジFO）

二次調査報告
（JICAブルンジFO）

21 12/4 Fri 二次調査報告予定（JICAケニア事務所・ケニア大使館）

22 12/5 Sat 資料作成

23 12/6 Sun ガボン移動

日付 曜日



第3次現地調査（協力準備調査概要書の現地説明・協議）

官団員 コンサルタント団員

団長
業務主任／太陽光発電シ

ステム全般
系統連系太陽光発電シス

テム
系統運用 業務調整 通訳（仏語）

小川
JICA

西田
NEWJEC

八木
NEWJEC

白石
NEWJEC

柴田
NEWJEC

與田
JICE

1 2010/5/8 Sat バンコク移動

2 5/9 Sun ブジュンブラ移動

3 5/10 Mon 打合せ（CHUK・エネルギー鉱山省・REGIDESO、JICAブルンジフィールドオフィス・財務省・保健省）

4 5/11 Tue
ミニッツ協議（エネルギー鉱山省・高等教育省・CHUK・REGIDESO）

表敬訪問（外務国際協力省）
打合せ（REGIDESO）

5 5/12 Wed
現地調査（REGIDESO変電所）

ミニッツ協議（エネルギー鉱山省・高等教育省・CHUK・REGIDESO）
ミニッツ署名

6 5/13 Thu 調査報告（JICAブルンジフィールドオフィス）

7 5/14 Fri ナイロビ移動

8 5/15 Sat 日本移動 資料整理

日付 曜日



3. 関係者（面会者）リスト 



関係者（面会者）リスト 

 

エネルギー鉱山省（Ministry of Energy and Mine） 

Hakizimana Godefroy 大臣顧問 

Idi-Buhansa Pressadi 水・エネルギー総局長 

Barampanze Pierre エネルギー部局長 

Makuwa Moise 再生エネルギー担当大臣顧問 

Sahiri Alois 技術顧問 

Sinzinkaya Jeremie 技術顧問 

Nahimana Francine 技術顧問 

Ndayihaye Nolasque 電気技術担当 

 

高等教育省（Ministry of Higher Education and Scientific Research） 

Daniel BITAGOYE 官房顧問 

 

カメンゲ大学病院（Centre hospitalo-Universitaire de Kamenge） 

Novat Twungubumwe 院長 

Lyduine BARADAHANA 副院長 

Sindayikengera Jean-Marie 維持管理・技術主任 

Guy Claude Nkundabahizi, Ing. 維持管理・技術副主任 

 

保健省（Ministry of Public Health） 

Baramboneranye Cyprien 資源部総局長 

 

外務国際協力省（Ministry of Foreign Affairs and International Cooperation） 

BASHIKAKO Ferdinand アジア・オセアニア地域局長 

Nsabimana Hypax 日本担当デスク 

 

財務省（Ministry of Finance） 

Simbahwanya Emery-Gaspard 大臣官房技術顧問 

Nzeyimama Thacien 大臣官房 

NIMENYA NICODENE 国税局長 

 

水・環境・国土整備・都市開発省（Ministry of Water and Environment, Territorial Management and 

Urbanization） 

Liberat Nahimana 官房顧問 

Kabura Marie Rose 環境・森林総局長 

Ndikumugisha Kibungere Fabien, Msc. 熱帯雨林環境専門家 



Ngenzebuhoro Emmanuella 専門員 

 

REGIDESO（Regié de Prodiction et de Distribution d’Eau et d’Electricité） 

Celestin NDUWAMUNGU 総裁 

Charlesn Kumwami  営業部長 

Sunzu Audare 電力部長 

BARUVURA Augustin 維持管理部 

NIZIGIRIMANA PONTIE サービス部主任 

KARORIRO Eugeil 機材部主任 

NTYNZWENIMANA Gagarine 発電部主任 

 

IGEBU（Institut Géographique du BURUNDI） 

Aloys Rurantije 気象局長 

 

JICA ケニア事務所 

河澄  恭輔 次長 

前川  倫子 所員 

 

JICA ブルンジフィールドオフィス 

則包  佳啓 企画調査員 

土畑  いづみ 企画調査員 

広中 ようこ 企画調査員 

KIMARARUNGU Alphonse ナショナルスタッフ 

 

 

 



4. 討議議事録 (M/D)  





















































 

Minutes of Discussions  
on the Preparatory Survey  

on the Project for Clean Energy Promotion Using Solar Photovoltaic System 
in the Republic of Burundi 

 
 The Government of Japan (hereinafter referred to as “GoJ”) has established Cool Earth 
Partnership as a new financial mechanism. Through this, GoJ is cooperating actively with 
developing countries' efforts to reduce greenhouse gasses emissions, such as efforts to promote 
clean energy. A new scheme of grant aid, "Program Grant Aid for Environment and Climate 
Change," was also created by GoJ as a component of this financial mechanism. According to the 
initiative of Cool Earth Partnership, the Japan International Cooperation Agency (hereinafter 
referred to as “JICA”), in consultation with GoJ, decided to conduct a Preparatory Survey 
(hereinafter referred to as “the Survey”) on the Project for Clean Energy Promotion Using Solar 
Photovoltaic System in Burundi (hereinafter referred to as "the Project"). 
 JICA sent to the Republic of Burundi the Preparatory Survey Team (hereinafter referred to 
as "the Team”), headed by Mr. Hiroyuki Kinomoto, Deputy Director General of Financing 
Facilitation and Procurement Supervision Department, JICA, and is scheduled to stay in the country 
from August 9 to August 20, 2009. 
 The Team held discussions with the concerned top officials of the Government of Burundi 
and conducted a field survey. 
 In the course of discussions and field survey, both sides confirmed the main items described 
in the attached sheets. 

Bujumbura, August 14, 2009 
 
 
 

 
 
                                      
Hiroyuki Kinomoto  
Leader 
Preparatory Survey Team  
Japan International Cooperation Agency 
JAPAN 

 
 
                                       

Hakizimana Godefroy 
Conseiller au Cabinet 
Ministry of Energy and Mines 
The Republic of Burundi 

 
 
 

 
 
                                       

Baramboneranye Cyprien 
Directeur General des Ressources 
Ministry of Health 
The Republic of Burundi 



 

ATTACHMENT 
 
1. Current Situation 
 Burundi has a chronic shortage of electricity due to the lack of supply capacity. The current power 
supply capacity in Burundi is only 37.63 megawatts (MW) and the supply deficit is 12.9MW during 
the rain season and 23.5 MW during the dry season when the country’s main hydropower plants are 
running at reduced capacity. As a result, people have been suffering from scheduled blackouts in the 
city area. The Burundi side has tried to increase the country's power supply capacity, expand the 
national power grid and introduce renewable energy systems to settle the problem. 

In this situation, both sides confirmed the necessity of the Project, which introduces the 
photovoltaic (PV) system(s) connected to the national power grid, and agreed to proceed with the 
study on the Project. 

 
2. Objective of the Project 
  The objective of the Project is to promote clean energy utilization and achieve emissions 
reductions by installing (a) PV system(s) to be connected to the national grid. 
 
3. Responsible Organization and Implementing Agency 

The responsible organization and the implementing agency is the Ministry of Energy and Mines 
(hereinafter referred to as the “MOEM,” whose organization chart is shown in Annex-1.)  

 
4. Items Requested by the Government of Burundi 
4-1. The Burundi side had originally requested three public hospitals, namely Hospital Prince 

Regent Charles (PRC), Hospital Prince Louis Rwagasore (PLR), and Hospitalo-Universitaire 
De Kamenge (CHUK), as candidate sites/facilities for installation of the PV system. The 
Hospital Prince Regent Charles (PRC) was excluded, after the joint survey conducted by the 
Team and MOEM counterparts, due to lack of the sufficient space for PV system installation. 
The Team recommended the Burundi side to set up the priority order of the requested sites. 
However the Burundi side explained that CHUK and PLR, as shown in Annex-2, were put on 
the high and same level priority.  

Name of Hospital PV Capacity 
CHUK 200kW 
PLR 50kW 

Both sides confirmed to continue the 1st phase of Preparatory Survey on the two sites. 
However, the Burundi side understood that it would be possible to select only one site for the 
Project. 

4-2. The Team will assess the appropriateness of the request and report the findings to the JICA 
Headquarters and the GoJ who will decide which hospital(s) shall be adopted for the Project. 
from the viewpoint of limitation of the budget, necessity, technical and financial viability, 
sustainability and cost-effectiveness. 

4-3. The Burundi side understood that the final component and the design of the Project shall be 



 

determined (confirmed) at the timing of 2nd phase of the Preparatory Survey. 
4-4. The Burundi side explained that there is no overlap between requested contents of the Project 

and any other plans implemented by other donors or the Burundi side. 
 
5. Japan's Program Grant Aid for Environment and Climate Change 

The Burundi side understood the Japan's Program Grant Aid for Environment and Climate 
Change scheme explained by the Team (as described in Annex-4, 5, 6, 7 and 8). 
 
6. Schedule of the Study 
6-1. The Team will proceed to further survey in the Republic of Burundi until August 20, 2009 as 

the 1st phase of the Preparatory Survey. 
6-2. If the Cabinet of GoJ approves the Project based on the results of the Preparatory Survey, JICA 

will conduct the 2nd phase of Preparatory Survey for the designing of the Project. 
 
7. Other Relevant Issues 
7-1 Land for Installation of the PV system 
  Both sides confirmed that the lands for the Project shown in Annex-2 are owned by CHUK and 
PLR. The attached copy of the estate register in Annex-3 verifies the ownership of the land by PLR 
as aforementioned. The copy of the estate register which verifies the ownership of the land by 
CHUK shall be submitted by Burundi side to the Team before 19 August, 2009. 
 
7-2 Procurement of Equipment 
 The Team explained that, in accordance with the policy of GoJ, products of Japan shall be 
procured for major equipment in the Project. The Burundi side understood/agreed. 
 
7-3 Coordination with Related Institutions 

For the implementation of the Project, MOEM shall be the focal point and responsible for the 
coordination with the related institutions, such as the Ministry of External Affairs and International 
Cooperation, the Ministry of Finance, the Burundi Water and Electricity Production and 
Distribution Authority (REGIDESO), the Ministry of Health, the Ministry of Education, the Central 
Bank of the Republic of Burundi and concerned hospital. The Burundi side agreed to establish a 
consultative committee in order to coordinate with the Japanese side which consists of the Embassy 
of Japan in Kenya, the JICA Kenya office and the procurement agent. Terms of References of the 
Consultative Committee is detailed in Annex-9. 
 
7-4 Application of the Related Laws and Regulations 

As there is no laws and regulations concerning the grid connection of renewable energy power 
sources at present, the Burundi side has no objections for MOEM to own and operate the PV system, 
and to have it connected to the national grid and to send the surplus of the power generated by the 
system back to the grid. There will be an agreement made between the hospital(s) and REGIDESO 
concerning the settlement of electricity bills after the commencement of the operation of the PV 
system(s). 
 
7-5 Environmental and Social Considerations 

The Team explained the outline of the JICA Environmental and Social Considerations Guideline 



 

(hereinafter referred to as the “JICA Guideline”) to the Burundi side. The Burundi side took the 
JICA Guideline into consideration, and shall follow its necessary procedures. 

As a result of the 1st phase of Preparatory Survey, both sides confirmed, with the Ministry of 
Environment, that the implementation of the Project does not require any procedure concerning the 
evaluation of impact on environment. 
 
7-6 Operation and Maintenance  

The Burundi side agreed to secure and allocate the necessary budget and personnel for the 
operation and maintenance of the facilities procured and installed under the Project. 

The Burundi side requested to organize the training for the maintenance. 
 
7-7 Customs and Tax exemption 
The Burundi side agreed that the Burundi side shall be responsible for the exemption of all 

customs, domestic tax, levies and duties incurred in Burundi for implementation of the Project. 
Both sides agreed that the all customs, domestic tax, levies and duties incurred in Burundi for 
implementation of the Project shall be exempted, and that the new tax system, which introduces the 
reimbursement system for tax-free, effected on 1 July, 2009 is not applicable for the Project. 

MOEM is responsible to take necessary actions to assure that customs and tax exemption is 
applied to the Project. 
 

7-8. Banking Commission 
Both sides understood that the payment for banking commission necessary for implementation of 

the Project shall be covered by the Burundi side. The Team explained that this is one of the 
conditions to receive the Japan’s Grant Aid, therefore there is no exception for Burundi to this 
condition. 
 

7-9. The Burundi side shall ensure the security of all concerned Japanese nationals working for the 
Project, if deemed necessary. 

 
7-10. The Burundi side shall provide necessary numbers of counterpart personnel to the Team 

during the period of their studies in Burundi. 
 
7-11. The Burundi side submit all the answers to the Questionnaire, which the Team handed to the 

Burundi side, by 17 August, 2009. 
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Annexe-2 
Site/ Site cible du Projet 
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Copy of the Land Title Deed of the Project Site 
 



 

Annex-4 
 

Program Grant Aid for Environment and Climate Change 
of the Government of Japan  

(Provisional) 
 

日本政府は、ＯＤＡ事業の質的向上を図るため組織改革を行っているが、その一環として、新 JICA 法が

2008 年 10 月 1 日に施行された。この法律及び日本政府の決定に基づき、日本国際協力機構（以下、

「JICA」）は環境と気候変動に関するプログラム無償援助（以下、「環境プログラム無償」）の実施機関とな

った。 
この無償援助は、被援助国に対し、国の経済・社会開発を目的とし日本の法制度に合致した施設、機器、

サービス（エンジニアリングサービスや製品の輸送等）を調達するための返済不要の資金を提供するもの

である。この無償援助は、物品の寄付といったものを通じて実施されるものとは性格を異にする。 
環境プログラム無償は、例えば省エネ化の推進（環境緩和策）や気候変動に伴う災害抑制を目指してい

る。環境プログラム無償は、これらの目的に効率的に対応するため、複数の施策の組み合わせで構成す

ることが可能である。建設請負業者、資材供給業者、コンサルタント等は日本企業に限られるものではな

く、また建設は地域の手法によって実施することも可能である。 
 
1. 環境プログラム無償の手順 
 
環境プログラム無償は、以下の手順により実施される。 

要請 ：非援助国より要請を提出 
調査 ：概略設計調査を JICA が実施 
審査と承認 ：日本政府による審査と内閣による承認 
実施にかかる決定 ：日本政府と被援助国の間での交換文書 
無償合意 (以下、 G/A) ：JICA と被援助国の間の合意 

 
第１に、被援助国から提出された環境プログラム無償の要請やリクエストについて、日本政府（外務省）が

環境プログラム無償事業としての適格性を審査する。 
 
第２に、要請が適切であるとみなされる場合は、JICA が日本のコンサルタント企業を使用して概略設計調

査を実施する。 
 
第３に、日本政府は、JICA が作成した概略設計調査報告書に基づいてプロジェクトが環境プログラム無

償事業として適切であるかを審査し、その結果を閣議承認に諮るために提出する。 
 
第４に、閣議決定されたプロジェクトは、日本政府および被援助国の交換公文（E/N）への署名を持って公

式なものとなる。同時に、日本政府と被援助国又は被援助国が指名する機関との間で Grant Agreement 
（以下、G/A）を締結することにより、無償資金が利用可能となる。 
 
JICA は、日本政府により指名されて同無償資金の責任組織となる。 
 
無償事業により調達される機材及びサービスの調達サービス（資金管理、入札準備、契約等）を実施する

調達代理機関が指名され、被援助国の代理人となる。調達代理機関は、中立で専門的な機関であり、被

援助国との Agent Agreement に基づいてサービスを提供する。この調達機関は、日本政府が推薦し、両

政府間に結ばれる Agreed Minutes（以下、A/M）において両政府の合意を得る。 
 

2 概略設計調査 
 
1)調査の内容 

要請されたプログラムについて JICA が実施する概略設計調査（以下、調査）の目的は、日本政府によ



 

るプログラムの審査に必要な基本的な文書を準備することである。調査の内容は以下のとおりであ

る。 
 
（1） プログラムの背景、目的、裨益、実施に必要となる被援助国の政府機関やコミュニティの制度

的対応能力の確認 
（2） プログラムが環境プログラム無償事業として実施されることに関する、技術的、社会的、経済

的観点からの妥当性の評価 
（3） プログラムの基本的コンセプトに関連し両者が合意して事項についての確認 
（4） プログラムの概略設計の準備 
（5） プログラムの費用の推定 
 
当初の要請内容は、無償援助プログラムとしてそのまま承認されるとは限らない。プログラムの概略

設計は、日本の無償援助スキーム関するガイドラインにしたがって確認される。 
 
日本政府は、被援助国政府に対し、被援助国が自立的にプログラムを実施するよう、必要となるあら

ゆる手段を講じることを要請する。このような手段は、被援助国側の実施機関の管轄業務を超えるも

のであったとしても保証されなければならない。このため、プログラムの実施に関しては、被援助国側

のすべての関係機関により、協議記録（Minutes of Discussions）において確認される。 
 

2) コンサルタント企業の選定 
調査の円滑な実施のため、JICA は登録コンサルタント業者を用いて調査を実施する。JICA は当該コ

ンサルタントを、調査実施に関心を持つ企業に提出させた提案書の評価を持って選定する。選定され

たコンサルタントは、JICA が示した業務仕様書に基づき概略設計調査を実施し報告書を作成する。 
E/N 以降にプログラムの実施のために雇用されるコンサルタントは、原則として、入札図書に示される

条件を満たす限りその国籍は問わない。 
 

3. 交換公文以降の環境プログラム無償事業の実施 
 
1) E/N と G/A 

環境プログラム無償事業は、両国政府が交換した E/N に基づいて実施される。E/N においては、プロ

グラムの目的、実施時期、条件、無償資金の額等の事項が確認される。JICA と被援助国政府の間に

G/Aが締結された後、プログラム実施のための必要事項、支払い条件、被援助国政府の責任、調達条

件等が定められる。 
 

2) 手続きの詳細 
環境プログラム無償による調達やサービスの具体的手順は、被援助国政府と JICA の間で、E/N 及び

G/A 署名時に合意される。 
 
合意される主要な事項の概要は以下のとおりである。 
a) JICA はプログラムが適切に実施されること促進する立場にある。 
b) 機材やサービスの調達は、JICA の「環境プログラム無償の調達ガイドライン」に基づいて調達、供

与される。 
c) 被援助国は、調達代理機関と雇用契約を結ぶ。 
d) 調達代理機関は、調達代理機関へのすべての資金の転送について、被援助国の代理人として機

能する。 
 

3) 「環境プログラム無償の調達ガイドライン（タイプ I-E）」の要点は以下のとおりである。 
a) 調達代理機関 

調達代理機関は、被援助国との Agent Agreement に基づいて、被援助国の代理として製品とサービ

スの調達を実施する。調達代理機関は、日本政府が被援助国に対し推薦し、A/M において両政府

が合意する。 
 



 

b) Agent Agreement 
被援助国は、A/M に従い、E/N 及び G/A 署名後 2 ヶ月以内に Agent Agreement を締結する。調達

代理機関の業務内容は、Agent Agreement に明確に規定される。 
 

c) エージェントアグリーメントの承認 
エージェントアグリーメントは同一のものを２部作成し、被援助国により調達代理機関を通じて JICA
に提出される。JICA は、Agent Agreement が G/A および「環境プログラム無償の調達ガイドライン」

にしたがっていることを確認のうえ、Agent Agreement を承認する。 
被援助国と調達代理機関の間で結ばれた Agent Agreement は、JICA による書面の確認をもって有

効となる。 
 

d) 支払いの方法  
エージェントアグリーメントには、「すべての資金の調達代理機関への転送について、被援助国は調

達代理機関を被援助国の代理人に指定し、被援助国の口座から調達口座への資金の転送（以下、

アドバンス）を実施するための総括的支出権限（BDA）を発行する。」ことが規定される。 
エージェントアグリーメントには、前払いからの調達代理機関への支払いが日本円で行なわれ、ま

た調達代理機関への最終支払いは、総残額が無償供与額に利息を加えた額の 3%を下回った時点

でなされることが明記される。 
 

e) 調達対象となる機材やサービス 
調達対象となる機材やサービスは、G/A に示された事項から選定される。 
 

f) 企業 
企業は、入札図書に示される条件を満たす限りにおいて、原則としていかなる国籍の企業でも契約

相手とすることが可能である。 
企業は、JICA の承認のもと、日本国籍の人、及び日本企業または所在国を問わず日本企業の関

連企業で生産されたものとすることが可能である。 
 
 

g) 技術支援専門家 
技術支援を実施する目的で、専門家を雇用することが可能である。この専門家は、調査との計画上

の一貫性を確保する必要性がある場合には、JICA により推薦されたものとなる場合がある。適切

性に応じ、原則として専門家は日本国籍の人とすることが望ましい。 
 
h) 調達の方法 

調達が実施される際には、調達される製品やサービスについて応札資格を持つ企業の間に不公平

が生じないよう、十分な配慮がなされるべきである。 
またこのために、原則として競争入札方法が適用される。 
 

i) 入札図書 
入札図書は、環境プログラム無償事業で調達される製品やサービスの応札者が有効な札を準備

するために必要となるすべての情報を含まねばならない。 
被援助国、調達代理機関、製品やサービスを提供する企業それぞれの権利と責任については、調

達代理機関が作成する入札図書に規定される。 
また、入札図書は、被援助国との協議を通じて作成される。 
 

j) 応札者の事前資格審査  
調達代理機関は、入札への招聘が適格な企業のみに行なわれるよう、入札に先立って応札者の事

前資格審査を行なうことがある。事前資格審査は、応札を希望する企業が契約を全うすることが可

能であるかどうかのみの観点で実施される。このことに関して、次の事項が検討対象となされるべ

きである。 
(1) 類似契約の経験と過去の実績 



 

(2) 財務的基盤、または財務的信頼性 
(3) 入札図書に示される事業所の所在他の条件 
 

k) 入札の評価 
入札の評価は、入札図書に示された条件に基づき実施される。 
入札は、技術仕様を実質的に満たしかつ入札図書に示される他の条件に適合するものについて、

原則として入札額により評価される。最も低い入札額を提示した応札者が落札者に指名される。 
調達代理機関は、落札者との契約前に、落札者および失格者の理由を説明した詳細な評価報告

書を作成し被援助国に提出し、確認を受ける。 
調達代理機関は、札の受領または失格についての理由を説明した詳細な評価報告書を提出する。 
 

l) 追加的調達  
競争入札、指名入札或いは直接指名交渉による契約のあと予算残があり、かつ被援助国が追加的

な調達を希望する場合には、調達代理機関は以下の事項に従い追加的な調達を実施することがで

きる。  
(1) 同じ機材やサービスの調達 

追加的に調達される機材やサービスが当初の入札のものと同一で新たに競争入札を行なうこ

とが非効率であると考えられる場合は、追加的調達は当初入札の落札者との交渉により契約

し実施することができる。 
(2) 他の機材やサービスの調達 

上記(1)に該当しない機材やサービスを調達する場合には、調達は競争入札を通じて実施され

なければならない。この場合、追加的に調達される機材やサービスは、G/A に示されるものの

中から選ばれる。 
 

m) 契約の締結 
G/A に従って機材やサービスの調達を実施するため、調達代理機関は、入札や他の方法で選定さ

れた企業と契約を締結する。 
 

n) 支払い条件 
契約には支払い条件が明示される。調達代理機関は、契約書に示された条件に従い、契約先企業

の責務が満たされた後、契約先企業からの必要な書類に提出に対応して前払い金から支払いを行

なう。調達の対象となるものがサービスである場合は、契約先企業が前払い額に対応する前払い

保証を調達代理機関に提出することを前提に、契約先企業の契約額の一部を前払いすることがで

きる。 
 

4) 被援助国政府により実施されるべき事項 
無償援助により実施されるプログラムにおいては、被援助国は次のような必要措置を講じることを求め

られる。 
a) プログラム実施に先立ち、サイトの土地を確保し、伐採、整地、埋め立て等を実施すること 
b) サイトとその周辺において電力、水、排水、その他の仮設的設備を供給すること 
c) 機材設置が必要な場合には、調達に先だって建物を確保すること 
d) 物資の入国の際に港での荷揚げ、通関が早急に行われるよう措置し、国内輸送を支援すること 
e) 購入される部品や調達代理機関のサービス等に関する輸入関税、国内税、その他被援助国で適

用される課税等について、被援助国政府の免除措置が実施されること 
f) 契約のもと供給される機材やサービスに関連して業務を提供するすべての関係機関について、被

援助国への入国とその業務実施のための滞在について必要な便宜を供与すること 
g) プログラムの実施のために、設備及び／又は機材が適切かつ効率的に維持され使用されるよう措

置を講ずること 
h) 無償資金及びその利息によりカバーされる部分以外にプログラム実施に必要とされる支出を受け

持つこと 
i) プログラムの実施に関して、環境及び社会的配慮を十分に行うこと 
 



 

5) 適切な使用 
被援助国は、無償支援により建設された施設或いは購入された機材を適切かつ効率的に運用管理し、

そのために必要な人員を配置し、無償援助で支払われない費用を負担することが求められる。 
 

6) 再輸出 
無償援助により購入された機材は被援助国から再輸出されてはならない。 
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General Flow of Program Grant Aid for Environment and Climate Change 
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                                                         by GOJ
                                                             & JICA

                                                            by GOJ                                   Field Survey & Analysis
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                                                            Government Draft Referrence Document for Tender
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                                                                 by Recipient Government & JICA

                                                                  by Recipient Government

                                                            by Recipient 
                                                                   Government & the Agent

                                                                  by the Agent and Consultant

                                                         by the Agent & Consultant
                                                    by the Agent & Consultant

                                                             by the Agent, Consultant & the Recipient Government
                                                       

 by the Agent, Consultant & the Recipient Government

                                                                                 by Contractor(s) & 
                                                                                    Consultant(s)

Evaluation &
Follow up

- Selection & Contracting of Consultant by JICA
- Field Survey & Analysis by Consultant & JICA

Pr
oj

ec
t P

re
pa

ra
tio

n

Im
pl

em
en

ta
tio

n
A

pp
ra

isa
l &

 A
pp

ro
va

l
Flow & Works

A
pp

lic
at

io
n                                                              by Recipient Government

    　　　        　　　　　　　　              　by GOJ & JICA
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the Project

Request

Ex-post
Evaluation

Follow up

Exchange of Notes

Consultant Contract

Review & Preparation for
Tender Document

Tendering & Evaluation

Procurement, Construction
& Soft component  Contract

Approval by JICA

Completion Certificate
by Recipient Government

-Final Report
-Reference Document for Tender

Inter Ministerial
Consultation

Preparatory Survey 2
for Design and Cost Estimation

 Preparatory Survey 1
Project Identification

Appraisal
of the Project

Presentation of
Draft Notes

Approval by the
 Cabinet

Agreed Minutes

Grant Agreement

Banking Arrangement

Agent Agreement Issuance of Blanket
 Disbursement Authorization

Preparation for
Tendering

Procurement, Construction
& Soft Component

Post Evaluation Study
Operation

Approval by Recipient
Government
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Project Implementation System 

Supervision 

Government of Burundi

Government of
Japan 

JICA 
Embassy of Japan 
in Kenya

JICA Kenya Office

Procurement Agenct (CA) 

E/N 

Supevision of 
Implementation

Contractor

Detailed Design/ 
supervision/Soft 
Component Consultant

Agreement of Detailed Design, 
Supervision & Soft Component 

Consultative 
Committee 

Organe d'exécution

Supplier
Supervision

G./A 

Construction Technical Assistance

Procurement 

Contract Relation

confirmation 
Discussion, Inspection, 

Contract for 
Procurement 

Contract for  
construction 

MOEM



 

Annex-7 
Flow of Funds for Project Implementation 

 Procédure d’exécution
Flux financiers

1 Preparatory Survey / Reference Document for

Tender
2 Approbal of Cabinet

3 Signature of Exchange of Notes (E/N)

4 Signature of Grant Aid (G/A)

5 Banking Arrangement (B/A)

6 Disbursement of Funds from the Government of Japan 

7 Signature Agent Agreement (A/A)

8 Decision of Project Components

9 Transferts of funds

10 Payment of Remuneration for Agent

11

12

13 Conclusion of Contract

14 Construction and Procumrement

15 Application for Payment 

16 Payment

Recommandation d’ingénieur conseil pour la
conception détaillée et la supervision
(Government of Burundi → Procurement Agent )

Recommendation of Consultant for Detailed

Design/Supervision 

 (JICA  Government of Burundi)
 

→

Government of
Burundi 

Government of
Japan3

Bank in Japan

Bank Account o f  
the Government of Burundi

Bank Account  for  
Procurement Agent 

9 
JICA

6

2

5

1 
4

11 

Procurement Agent

7

8

12 

10

Consultant 
for 
Technical 
Assistance

16

13

15

14 

Consultant for Detailed Design , Supervision
and Soft Component  

Contractor
Supplier

Bank Account  for 
Procurement Agent

9



 

Annex-8 
Major undertakings to be taken by each Government (GAEC version) 

No. Items To be covered 
by Grant Aid 

To be covered 
by Recipient 

Side 
1 To secure land   
2 To clear, level and reclaim the site when needed urgently  
3 To construct gates and fences in and around the site  
4 To construct a parking lot if necessary   
5 To construct roads   
 1) Within the site   
 2) Outside the site and Access road   
6 To construct the facility and install the equipment   
7 To provide facilities for the distribution of electricity, water supply, drainage and other 

incidental facilities if necessary: 
  

 1)Electricity   
 a. The power distribution line to the site   
 b. The drop wiring and internal wiring within the site    
 c. The main circuit breaker and transformer for the site   
 2) Water Supply   
 a. The city water distribution main to the site   
 b. The supply system within the site (receiving and elevated tanks)   
 3) Drainage   
 a. The city drainage main (for conveying storm water, sewage, etc. from the site)   
 b. The drainage system within the site (for sewage, ordinary waste, storm water, 

etc.) 
  

 4) Gas Supply   
 a. The city gas main to the site   
 b. The gas supply system within the site   
 5) Telephone System   
 a. The telephone trunk line to the main distribution frame/panel (MDF) of the 

building 
  

 b. The MDF and the extension after the frame/panel   
 6) Furniture and Equipment   
 a. General furniture  
 b. Project equipment   
8 To bear the following commissions applied by the bank in Japan for banking services 

based upon the Bank Arrangement (B/A):   

 1) Advising commission of A/P   
 2) Payment commission  
9 To ensure prompt unloading and customs clearance at the entry to the recipient country   
 1) Marine or air transportation of the products from Japan or third countries to the 

recipient   

 2) To exempt or bear tax and customs clearance of the products at the port of 
disembarkation   

 3) Internal transportation from the port of disembarkation to the project site   
10 To accord Japanese nationals and / or nationals of third countries, including persons 

employed by the agent whose services may be required in connection with the 
Components such facilities as may be necessary for their entry into recipient country and 
stay therein for the performance of their work. 

  

11 To ensure that customs duties, internal taxes and other fiscal levies which may 
be imposed in the recipient country with respect to the purchase of the 
Components and to the employment of the Agent will be exempted by the 
Government of recipient country  

  

12 To maintain and use properly and effectively the facilities that are constructed and the 
equipment that is provided under the Grant.   

13 To bear all the expenses, other than those covered by the Grant and its accrued interest, 
necessary for the purchase of the Components as well as for the agent’s fees.   

14 To ensure environmental and social consideration for the Programme.   
 
 
 
 



 

Annex-9 
 

 
Terms of Reference of the Consultative Committee (Provisional) 

 
1. To confirm an implementation schedule of the Programme for the speedy and effective 

utilization of the Grant and its accrued interest. 
 
2. To discuss the modifications of the Programme, including modification of the design of the 

facility. 
 
3. To exchange views on allocations of the Grant and its accrued interest as well as on 

potential end-users. 
 
4. To identify problems which may delay the utilization of the Grant and its accrued interest, 

and to explore solutions to such problems. 
 
5. To exchange views on publicity related to the utilization of the Grant and its accrued 

interest. 
 
6. To discuss any other matters that may arise from or in connection with the G/A. 









































5. ソフトコンポーネント計画書 
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(1) ソフトコンポーネントを計画する背景 

ブルンジ国における太陽光を活用したクリーンエネルギー導入計画では、ブルンジ国（以

下、「ブ」国）ブジュンブラ市のカメンゲ大学病院（Centre Hospitalo-Universitaire De Kamenge, 

CHUK）に 260kW の太陽光発電設備を調達し、発生した電力により当施設の電力需要の一

部を賄うものである。「ブ」国においては、オフグリッドの太陽光施設の実績はあるものの、

系統連系型太陽光発電設備の設置及び運用は初の事業となる。したがって、第一に当該施

設において設備の運転・維持管理を担当する人材に運転・維持管理の方法を習得させるト

レーニングプログラムを提供する必要がある。さらに本件に関連する電力公社（Regié de 

Production et de Distribution d’Eau et d’Electricité、REGIDESO）やそれを管轄するエネルギー

省（Ministry of Energy and Mines、MEM）の設備・技術担当部署の職員等が、太陽光発電設

備と系統連系に係る技術的特性や制度的課題を理解し、今後の「ブ」国における再生可能

エネルギー案件取組みやそのための民間発電事業者との協働の基礎となるような、基本的

な部分にも重点を置きプログラムを計画実施する。 

契約業者が実施する初期操作指導・運用指導は、運転、維持管理の現場における実践的な

技術の取得を目的としているが、それらの実践技術の背景にある基礎知識を伝達すること

により、運転、維持管理のさまざまな局面におけるより確かな判断力、応用力の基礎づく

りを行い、さらには今後の類似事業への適用という発展性も視野に入れて実施するもので

ある。 

具体的には、設備の運転･維持管理を直接担当することになるカメンゲ大学病院の技師は、

ディーゼル発電機を含め病院内の電気設備の運転と維持管理を実施してきており、その管

理状態は比較的良好である。とはいえ、産業用のインバータを含む太陽光発電設備の扱い

は始めての経験となるため、その仕組みを十分に理解し、日々の運転や管理において誤り

のない操作ができるようにする必要がある。一方、電力公社及びエネルギー省の担当にお

いては、本事業のために系統連系と逆潮流の制度的扱いを新たに検討するという課題があ

る。したがって、系統連系や逆潮流の技術的要件を踏まえ、また電力システムにおける再

生可能エネルギーの有効性を評価しながら、今後のエネルギー政策と必要な制度設計の検

討に資する知識の習得が望まれる。同時に、電力公社には、カメンゲ大学病院で実施され

る設備の維持管理作業を側面から技術支援する役割も求められているため、太陽光発電設

備についての技術的理解を高めておくことも重要である。 

「ブ」国には、再生可能エネルギー発電の系統連系の実績の無いこと、系統の電力が極め

て不安定でありその品質に関する技術的情報が少ない等の問題があり、運用開始 3 ヵ月後

に契約業者に設備の点検を行わせることとしているが、技術力の育成も同様のタイミング

で実施し、習熟教育を充実させて、安全性の高い運転・維持管理技術の定着とその持続性

を確実なものにする。 
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(2) ソフトコンポーネントの目標 

上記の目的を達成するため、以下のような目標を設定する。 

［現場の運転・維持管理人材について］ 

・ 操作員の通常時、緊急時の運転維持管理について、現場での操作方法だけでなく、太

陽光発電設備の機能面、及び施設内の既設電力設備との関係において理解すること 

・ 操作員が、日常及び長期的な維持管理と点検、必要なスペアパーツや消耗品の調達や

交換等の技術を持つだけでなく、それらの長期的な設備運用における重要性を理解す

ること 

・ 以上について、自ら日常的な作業ルーチンを検討し、運転維持管理計画を作成できる

こと 

・ 当該施設内外の新たな運転・維持管理人材の育成や指導を行うための基礎知識を得る

こと 

・ 広報用リーフレットを作成し、外来者、見学者等にシステムの説明が行えること 

［電力公社、エネルギー省職員等の人材について］ 

・ 太陽光利用の理論・技術的特性や制度づくりにおける課題を理解すること 

・ 発電事業者と電力公社との協定等に必要な技術的事項を理解すること 

・ 新たな運転・維持管理人材の育成や指導、新たな事業を計画し実施するための基礎知

識を得ること 

・ 広報用リーフレットを活用し、太陽光利用を促進する活動が行われること 

 

(3) ソフトコンポーネントの成果 

・ 運転維持管理計画書が作成され、設置した太陽光発電設備が計画通り運転され、自立的、

持続的に維持管理されている。 

・ これらの活動について、チェックシート等を用いて活動の振り返りが行われている 

・ 再生可能エネルギー発電設備の計画論と、その系統連系に係る制度設計に関連する基礎

的な技術的知識が、エネルギー省と電力公社の担当者に備わっている。 

・ 広報用リーフレット等を活用した啓発活動が持続的に行われている。 

 

(4) 成果達成度の確認方法 

目に見える成果としては、運転維持管理計画書がある。運転維持管理計画書とは、契約業

者から提供されるマニュアルや操作指導をベースに、施設の運転･維持管理担当者の活動を
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短期（日常）、中期（隔月～年）、長期（本格点検：7 年周期）に区分して整理し、具体の

活動計画としてスケジュール組みするとともに、それぞれの活動についてチェックシート

を作成し、実施の確実性を担保するための計画書である。後述するとおり、本ソフトコン

ポーネントのプログラムは、竣工前後と運開 3 ヵ月後の 2 回に分けて実施する。運転維持

管理計画書は、まず竣工前後の活動で参加者の演習課題として作成し、さらに運開 3 ヵ月

後の演習では 3 ヵ月間の実績を踏まえた修正や改善を加える。この作成過程では、単なる

操作方法に関する知識だけでなく、上記「ソフトコンポーネントの目標」で強調される「基

礎知識」や「理解」が試されることになる。この「基礎知識」や「理解」が、自立的、持

続的な設備の運用を実現するために極めて重要となる。 

同様に、トラブルシューティングマニュアルは、日常的な障害への対応方法について、運

転･操作担当者らが自ら答えを探して取りまとめるという過程で作成するものであり、「基

礎知識」や「理解」の程度を計るとともに、その深度化を図ることができる。さらに、類

似事業の水平展開の際に有効に利用される材料ともなりうる。 

以上のような演習項目は、まずは参加者主導で実施し、その結果から参加者の理解度を評

価したうえで、参加者と指導者のなかでディスカッションを行い、或いは必要に応じ追加

的説明や指導を行って、再度参加者を中心に作業を進めるという、3 段階で実施する。こ

れにより、演習開始前のトレーニング内容に関する成果達成度と演習（後）の成果達成度

の両方を把握する。 

つぎに広報用リーフレットは、当該国の再生可能エネルギー利用の事情を踏まえて作成す

るもので、当該設備の紹介や再生可能エネルギー利用の啓発等の目的で配布・使用される。 

その他の竣工前後プログラムの実施成果の評価は運開 3 ヵ月後プログラムの着手時に以下

のような方法で評価を行う。また、運開 3 ヵ月後プログラムを含めた全体プログラムの評

価は、最終段階でのワークショップ向けに作成される資料で評価されるほか、アンケート

等を実施して補助的な評価を行う。 

・ 運開後 3 ヵ月間の運転記録、日常点検ログの確認・評価 

・ 運開後 3 ヵ月間の事故・障害時対応ログの確認・評価 

・ 運開 3 ヵ月後に実施するトラブルシューティングにおける Q&A 内容の評価 

・ 演習、そのアウトプットとしてのワークショップ資料等で、設備全体のマネジメント

にかかる知識取得状況を評価 

・ 運開 3 ヵ月後プログラムの終了時に実施するアンケート 

以上のような方法においても、理解・習得すべき事項に関する質問や特定の課題を与える

ことにより、トレーニングの効果が把握できるよう工夫する。 
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(5) ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

1) 実施内容 

ソフトコンポーネントは、上記の目標を達成するために一連の講義、演習、OJT 等を

本邦コンサルタントが実施する。実施内容としては、太陽光発電設備の竣工前後の期

間と運開 3 ヵ月後の期間を利用して、以下のような事項とする。 

なお、前節で述べたとおり、調達・工事契約のなかには初期操作・運用指導が含まれ

ているため、本件のソフトコンポーネントは、契約業者により実施される操作・運用

指導とタイミングを合わせ、必要な技術と知識が研修対象者に効率的に伝わるよう計

画する。下記の実施項目のうち（◆）印をつけた項目については、契約業者の実施す

る運転・維持管理指導に対し、ソフトコンポーネントでフォローアップを行う部分を

示している。同項目については、契約業者の指導内容を受け、受講者にとって単なる

「操作方法の暗記」にならないよう、システム全体の機能の中で操作の意味を理解で

きるような指導をソフトコンポーネントのなかで行う。 

竣工前（約 4 週間前から） 

 基礎技術講義として、 

太陽光発電の理論的基礎 

太陽光発電の利用方法 

系統連系の仕組みと計画 

余剰の発生と逆潮流の理解 

施設への系統からの電力供給 

施設内電力需要、負荷の理解（演習含む） 

配電線停電時の太陽光設備の対応 

太陽光発電設備の計画（演習含む） 

発電設備設置者の電力会社の間の取り決め 

 工事（接続）計画演習として 

太陽光発電設備の据付 

施設内の配電（演習含む） 

施設内の電力設備と太陽光設備の接続（演習含む） 

工事工程の計画（演習） 

施工管理と検査・引渡し 

 OJT として 

接続工事立ち会い 

竣工検査立ち会い、等 
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竣工後 

 契約業者の運転指導に対するフォロー 

起動、停止、再起動（演習含む）◆ 

日常管理の実施指導（演習）◆ 

定期点検について（演習含む）◆ 

機器構成と消耗品、軽微な交換作業（演習含む）◆ 

事故障害の発生と対応（演習含む）◆ 

 運転・維持管理活動の計画 

日常管理のチェックシート作成（演習含む） 

事故・障害の記録 

設備が良好に維持される電気設備の管理方法（清掃等含む） 

以上の成果を、運転維持管理計画書として取りまとめ（演習含む） 

 再生可能エネルギー利用促進の啓発活動として 

広報用リーフレット作成 

（発電設備見学者他への配布を目的とした広報用リーフレットを PDFで作成） 

一方、竣工・運転開始後の初期設定不具合や運転操作の習熟度の浅さから設備にトラ

ブルや不十分な稼働が発生することがしばしばあり、これらの事象は日本でも海外で

も同様である。そのため、設備運開後にしかるべき期間を置いて、再度の習熟教育プ

ログラムを実施することが必須である。このようなトラブルや不具合は、運転開始直

後に集中的に発生し、その対処が進めば収束に向かうのが一般的である。問題が発生

して対処の無い状態で長期間放置しないという観点からは早いタイミングで実施する

ことが望ましいが、一方あまり運転実績が短いようでは設備の状態を把握するデータ

が少なく、また運転員の経験が積みあがっていない。ここでは、ある程度人と機械の

運転実績が揃うおよそ 3 ヵ月以降の早い時期をタイミングとして、再度教育プログラ

ムを実施する計画とし、実際に設備を運転した経験を踏まえ、設置した設備や設置先

施設に固有の運用上の問題や事故障害解決上の問題点等を抽出して、運転維持管理計

画書等への反映を行い、より現実に即した確実な運用方法を確立すると共に、以降に

発生することが予想される事故障害への迅速な対応を図る。また、発電量や逆潮流量

等の運用実績に対し分析を加え、季節変動への対応を含むより高度な運転計画や簡易

な財務分析を演習として実施し、発電設備の計画からマネジメントに係る技術の育成

を行う。さらに、契約業者が実施する 3 ヵ月点検時とプログラムの時期を合わせ、点

検調整への立会い・見学をプログラムの一部とするほか、点検調整の模様をビデオ等

で撮影し、契約業者の技術者がそれぞれの機器に対して実施する点検や調整、部品交

換の模様、現場で発生する質問と回答･指導などのやり取りを正確に記録する。この記

録は、後続する演習の中で参照することも可能であるが、基本的には編集して記録メ

ディアに保存し、新規運転･維持管理スタッフ参加時のトレーニングや活動状況の振り
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返りの際などに参照して保守点検技術の継承に利用するほか、類似案件が計画･実施さ

れる際の水平展開に活用することで、完了時点で発現した協力対象事業の成果が、よ

り長い期間発現し、その結果全体プロジェクトの目標が達成することを目指す。 

実施内容としては、以下のような事項となる。 

運開 3 ヵ月経過時 

 定着度確認 

- 運転操作指導を中心とした基本操作の定着度確認 

- 日常的な運転・維持活動に関する定着度確認 

 運転実績に基づいた運転・維持管理活動の見直し 

- 日常管理、事故時等の記録の検証による 3 ヵ月間の運転・維持管理実績の評価

（プログラムのインプットとして） 

- トラブルシューティング（アンケート、質疑等により、現実の課題を抽出し解

決策を探る） 

- 日常管理チェックシート見直し（演習含む） 

 長期継続運転を目指した発電設備の維持管理技術の向上 

- 季節の変化等を考慮した運転計画見直し 

（日射量および負荷の季節変化に対応した運転時刻の設定、余剰発生の検討、等） 

- 3 ヵ月点検立ち会い 

（3ヵ月点検はフューズ等の消耗品の一部をメーカー検査員が交換することを含） 

- 定期点検の映像による記録 

（上記 3 ヵ月点検等をビデオ撮影し DVD 等の記録メディアに保存する） 

 運転実績に基づいたトラブルシューティングマニュアルの作成 

- 一定の運転期間中にサイト運転員が記録した運転記録・トラブル記録（運営組

織のトラブル含）について、日本側と対応案を議論する。またこれらの事例と

対策を取りまとめて、トラブルシューティングマニュアルを作成。 

 適正な太陽光発電設備運営・管理体制の強化に対する支援 

- 発電設備の簡易財務分析 

（発電・逆潮流実績に基づいた想定収入とメンテコスト実績から収支を想定） 

- 発電設備運用のためのマネジメント手法の確立 

（より持続的な体制のあり方についての議論） 

- 電力需要の増加への対応、有効利用に向けた計画策定 

（電力利用実態を分析し、需要マネジメント（DSM）の可能性等を検討する） 

 総合演習 

- 運転維持管理計画書のアップデート（演習含む） 
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- 理解度確認アンケート 

 ワークショップ 

- 運転維持管理計画書・トラブルシューティングマニュアルの発表と、財務分析

を含む運用状況の報告 

a) 実施対象者 

対象者は、以下のとおりとする。 

施設管理担当者： 実際に太陽光発電設備を管理する大学病院の技術担当。 

電力公社担当： 電力公社の職員で、配電、売電、発電管理等の部署の責任者／

担当者レベルが想定される。技術系の素養を持ち、大学で電気

工学を履修した者であることが望ましい。 

エネルギー省担当： エネルギー省の職員で、電力関係の制度設計、施設計画等の部

署の責任者／担当者レベルが想定される。技術系の素養を持つ

こと（工学系の大学卒業者）が望ましい。 

その他： 仮に、高等教育省ほかの機関等からの希望がある場合は、公共

施設の計画、維持管理担当者の参加が考えられる。 

上記対象者とその参加プログラムは、以下のとおりとなる。 

 

表 1 各プログラムと想定参加者 

実施項目 
施設管理担当 

（3-4 名程度） 

電力公社担当 

（2-3 名程度） 

エネルギー省担当 

（2-3 名程度） 

その他 

（3 名程度） 

竣工前     

基礎技術講義 ○ ○ ○ ○ 

工事計画演習 ○ ○ ○  

OJT（検査等立ち会い） ○ ○ ○  

竣工後     

運転操作指導のフォロー ○ ○   

運転・維持管理活動の計画 ○    

啓発活動（広報リーフレット） ○ ○ ○  

運開 3 ヵ月後     

定着度確認 ○ ○   

実績に基づいた活動の見直し ○    

発電設備維持管理技術向上 ○    

トラブルシューティングマニュアルの作成 ○ ○   

発電設備運営・管理体制の強化 ○  ○  

総合演習 ○ ○ ○ ○ 

ワークショップ ○ ○ ○ ○ 
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b) 実施工程 

以上の活動について、そのスケジュールを以下に挙げる。 

 

表 2 ソフトコンポーネント 1：竣工前後の活動 

 活動 -4 週 -3 週 -2 週 -1 週 -0 週 1 週 2 週 3 週 

活
動
内
容 

準備作業         

基礎技術講義         

工事計画演習         

OJT（検査等立ち会い）         

操作・運用指導         

管理計画書演習         

啓発（広報リーフレット）         

受
講
者 

病院管理担当者         

電力公社         

エネルギー省担当         

指
導
者 

ソフコン管理者         

ソフコン管理補助員         

通訳         

 

 

表 3 ソフトコンポーネント 2：3 ヵ月点検時の活動 

 活動（担当指導者） 1 週 2 週 3 週 4 週 

活
動
内
容 

定着度確認（保守）     

実績に基づいた運転・維持管理活動の見直し（組織）     

発電設備維持管理技術向上（保守）     

トラブルシューティングマニュアルの作成（保守）     

太陽光発電所運営・管理体制の強化（組織）     

総合演習（保守および組織）      

ワークショップ（保守および組織）    ▼ 

受
講
者 

病院管理担当者     

電力公社     

エネルギー省担当     

指
導
者 

ソフコン管理者（保守技術担当）     

ソフコン管理補助員（組織運営担当）     

通訳     

 

 

4 週 

 4 週 

8 週 

4 週 

3 週 

4 週 
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(6) ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

前述のとおり、系統連系型太陽光設備については「ブ」国内に実績がないため、ソフトコ

ンポーネントの実施は、本邦コンサルタントが実施することになる。コンサルタントは、

系統連系型の太陽光設備の計画、実施について実績を持つものが望ましい。 

指導に当たる本邦コンサルタントについては、竣工前後の実施時は、責任者と補助者の 2

名体制、運開 3 ヵ月後の実施時も、同様の体制とする。ただし、運開 3 ヵ月後の実施時は

責任者が保守技術を担当し、補助者が組織運営を担当することで効率的に活動を進めてい

く。ローカルリソースについては、「ブ」国で経験のないシステムの導入であるため、特に

雇用は予定しない。 

当該国の公用語は仏語であり、想定される参加者の中でも特に施設の設備管理技師等は、

英語でのコミュニケーションはまったく不可能な場合がある。また、現地で調達可能な英

仏通訳にはどうしても専門用語の面で問題があるため、本邦コンサルタントが英語で講義

を行い、それをさらに仏語に翻訳することは極めて不正確でわかりにくい講義となる危険

性がある。したがって、通訳は日仏とし、基本的に日本から委託・派遣をすることが望ま

しい。さらに、本計画の主要な機材であるパワーコンデショナ等は日本製であり、各種参

考資料は日本語で書かれている可能性が高い。日仏通訳を雇用すれば、ソフトコンポーネ

ントの活動実施中も、必要に応じて追加的な翻訳（日本語から仏語）を行うことが可能と

なるなど、ソフトコンポーネントの内容に柔軟さを確保する効果も期待される。 

プログラムの各実施項目にかかるコンサルタントの作業人日は、以下を計画する。これに

より、竣工前後のプログラムで週日稼働日 40 日、運開 3 ヵ月後プログラムで同 20 日とな

る。日本からサイトへの移動時間を含め、それぞれ 2 ヵ月間、1 ヵ月間の業務量となる。 
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表 4 コンサルタントの作業計画 

実施項目 作業内容 必要人日 

準備作業  計 5 日 ・ MEM、REGIDESO と実施内容について協議 

・ 大学病院と実施内容について確認 

・ 契約業者と実施内容について確認 

・ 資料準備等 

2 日 

1 日 

1 日 

1 日 

竣工前  計 15 日 

基礎技術講義 ・ 太陽光発電の理論的基礎 

・ 太陽光発電の利用方法 

・ 系統連系の仕組みと計画 

・ 余剰の発生と逆潮流の理解 

・ 施設への系統からの電力供給 

・ 施設内電力需要、負荷の理解（演習含む） 

・ 配電線停電時の太陽光設備の対応 

・ 太陽光発電設備の計画（演習含む） 

・ 発電設備設置者の電力会社の間の取り決め 

左記を 

約 10 日間

で実施 

工事計画演習 ・ 太陽光発電設備の据付 

・ 施設内の配電（演習含む） 

・ 施設内の電力設備と太陽光設備の接続（演習含む） 

・ 工事工程の計画（演習） 

・ 施工管理と検査・引渡し 

0.5 日 

↓ 

1 日 

1.5 日 

1 日 

OJT（検査等立ち会い） ・ 契約業者の検査に、各日数時間ずつ立ち会い （5 日） 

竣工後  計 20 日 

運転操作指導のフォロー ・ 各日数時間の運転操作指導の後に次項を実施 

・ 各指導項目につき、マニュアルと基礎技術講義の資料を使用し、PV システム及

び施設内電力設備全体との関連において説明。ディスカッション形式 

5 日 

運転・維持管理活動の計画 ・ これまでの内容を踏まえ、日常的な運転・維持管理活動を列挙、活動について、

チェックシートを作成 

・ 定期的な点検項目について列挙 

・ 各点検につき作業項目を抽出、チェックシートを作成 

・ 長期的な維持管理・点検活動のスケジュール作成 

・ 建物内の負荷の実地確認と調整演習 

・  

左記を 

約 12 日間

で実施 

啓発活動（広報リーフレット） ・ リーフレットの構成、記載内容、デザイン等を検討、作成 5 日 

運開 3 ヵ月後 計 20 日 

定着度確認 ・ コンサルタントによる運転記録等の確認 

・ 基本運転操作技術の確認 

・ 日常的な運転・維持活動に関しディスカッション・整理 

1 日 

1 日 

1 日 

実績に基づいた活動の見直し ・ 日常管理、事故時等の記録の検証による 3 ヵ月間の運転・維持管理実績の評

価・検証 

・ トラブルシューティング（アンケート、質疑等により、現実の課題を抽出、解決策を

議論） 

・ 日常管理チェックシート見直し（演習含む） 

1 日 

 

1 日 

 

１日 

発電設備維持管理技術向上 ・ 季節の変化等を考慮した運転計画見直し（季節変化による発電量（日射量）およ

び負荷の変化に対応した運転計画） 

・ 3 ヵ月点検立ち会い（3 ヵ月点検はフューズ等の消耗品の一部をメーカー検査員

が交換することを含） 

・ 上記 3 ヵ月点検をビデオ撮影し DVD 等の記録メディアに保存 

1 日 

 

2 日 

（各半日） 

（2 日） 

トラブルシューティングマニュアル

の作成 
・ 上記の実績評価と対策案を取りまとめ、トラブルシューティングマニュアルを作成 

1 日 

発電設備運営・管理体制の強化 ・ 発電設備の簡易財務分析（発電・逆潮流実績に基づいた想定収入とメンテコスト

実績から収支を想定） 

・ 設備運用のためのマネジメントについて議論 

・ 電力需要の増加への対応、有効利用に向けた計画策定（電力利用実態を分析

し、有効活用に向けた提言を行う） 

1.5 日 

 

1 日 

1.5 日 

総合演習 ・ 運転維持管理計画書のアップデート（演習含む） 

・ 理解度確認アンケート 

・ ワークショップ資料作成 

3 日 

1 日 

2 日 

ワークショップ ・ 運転維持管理計画書・トラブルシューティングマニュアルの発表と、財務分析を含

む運用状況の報告 

1 日 
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(7) ソフトコンポーネントの実施工程 

2010 年末に、調達代理機関と契約業者の間の契約が調印されると想定し、以降のスケジュ

ールにおいて次のようなソフトコンポーネント実施を計画する。 

 

月

  工場試験

納入期間（輸送・通関）

    準備工事 　　　竣工

実施

報告 実施状況報告書 完了報告書

ソフト
コンポーネント

12 1 2

施工

機材製作

現地工事

7 83 4 5 67 8 9 10611 12 1 2 5 1110

2012年度

3 4

2010年度 2011年度
作業項目

土木工事 電気工事

 

図-1 ソフトコンポーネントの実施スケジュール 

 

なお、ソフトコンポーネントの実施に先立ち、参加者の選定や実施内容等に関して受入国

側の各機関との調整・準備作業が必要となるが、これは、現地工事（土木工事、及び電気

工事）の期間中に派遣されている工事監理コンサルタントが仲介をしながら進めることと

し、受入国側に十分な準備期間を確保することとする。 

 

(8) ソフトコンポーネントの成果品 

成果としては、以下のものが挙げられる。 

・本邦コンサルタントが作成したプログラム用テキスト 

・実習で作成した施設内の結線図等 

・広報用リーフレット 

・実施状況報告書 

・定期点検の映像による記録・ 

・運転維持管理計画書及びその修正版 

・トラブルシューティングマニュアル 

・ワークショップ発表資料 

・アンケート結果（及びその評価） 

・完了報告書（ログの評価やトラブルシューティングの内容記録含む） 

 

(9) ソフトコンポーネントの概算事業費 

上記計画のソフトコンポーネント概算事業費は、以下のとおりである。 

全体概算額 22,501,000 円 （消費税除く） 

    うち直接人件費 3,220,000 円 

       直接経費 15,160,000 円 

        間接費 4,121,000 円 
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上記概算事業費の内訳は、巻末の資料に添付する。 

 

(10) 相手国実施機関の責務 

プログラムへ参加にあたっては、数週間の期間にわたり職場から離れる必要があるが、実

施の効果を担保するためには、スケジュールに従って継続的に参加することが求められる。

したがって、職場での理解と上長からの指示が明確に行われることが必要となる。 

さらに、特に行政サイドからの参加者の選定にあたっては、今後、「ブ」国の太陽光や再生

可能エネルギーの実務を担当するものを参加させることが重要である。 

 

 



 

 

 

 

資料：概算事業費（ソフトコンポーネント）内訳 



6. 参考資料 



収集資料リスト 
 

調査名 太陽光を活用したクリーンエネルギー導入計画準備調査（ブルンジ国） (1/1) 

番 

号 
資料の名称 

形態 

（図書・ビデオ 

地図・写真等） 

オリジナル・ 

コピーの別 
発行機関 発行年 

1 
Cadre Strategique de Croissance et de 

Lutte Contre la Pauvrete : CSLP, Novembre 2008 
電子データ コピー ブルンジ政府 2008 

2 エネルギー鉱山省組織図（名前入り） 電子データ コピー エネルギー鉱山省 2009 

3 BULLETIN OFFICIEL code of environment 電子データ コピー 法務省 2000 

4 Burundi Climate Change National Adaptation Plan Of Action (NAPA)  電子データ コピー 
水・環境・国土整備・

都市開発省 
2007 

5 CHUK 病院一般データ 電子データ コピー CHUK 2005 

6 カメンゲ大学病院に係る敷地保証書簡 文書 コピー 
水・環境・国土整備・

都市開発省 
2009 

7 CHUK 地形データ 文書 コピー CHUK 1979 

 



7. その他資料・情報 
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